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スカラネット入力下書き用紙記入例 

 

日本学生支援機構奨学金の出願書類の 1つである「スカラネット入力下書き用紙」の記入例

です。記入例を確認し、下書き用紙を作成してください。 

なお、下書きができた方は、コピーを取り、出願時には、「スカラネット入力下書き用紙」

原本とコピー両方持参してください。 

 

■貸与と給付を同時に出願される方は、「スカラネット入力下書き用紙（青色）【給付奨学金（貸与

同時申し込み）用】」を使用してください。 

 

■スカラネット入力下書き用紙 ②-奨学金申込情報 

「貸与奨学金案内（ピンク色）」Ｐ．31の解説をよく読み、1つ選択してください。 

１年次生で、採用候補者であり、在学採用で別の種別の奨学金を申込む場合は、申込番号に注

意してください。 

変更 

第二種の採用候補者だが、第一種に変更したい場合 

※第二種の「進学届」は必ず入力をしてください。第一種が採用となった場

合、第二種は採用取消とします。 

（１）を選択 

追加 

第一種の採用候補者だが、今回第二種も併せて貸与を希望する場合 

※申込情報の（13）を希望される方は、出願時にその旨を申出てください。 

※第一種の「進学届」は必ず入力してください。 

（１０）を 

選択 

第二種の採用候補者だが、今回第一種も併せて貸与を希望する場合 

※申込情報の（14）を希望される方は、出願時にその旨を申出てください。 

※第二種の「進学届」は必ず入力してください。 

（１１）を 

選択 

 

 

■スカラネット入力下書き用紙 ⑨-（2）-（e）,(3)-(e) マイナンバーの提出 

 別途配付している「マイナンバー提出書」のセットにも記載がありますが、マイナンバーカードをお

持ちでない方は「通知カード」等の提出になります。「通知カード」等の提出ができる方は、「準備で

きている」を選択してください。 
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貸与奨学金と給付奨学金を同時に出願される方は、「給付奨学金案内」に挟み

込まれていた「スカラネット入力下書き用紙（青色）」を使用してください。 

記入不要 

書類提出後、大学から ID・パスワー

ドをお渡しします。 

記入不要 

 

「定期採用」を選択してください。 
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マイナンバー提出セット（出願書類

と一緒に配付した黄緑色封筒）の中

のマイナンバー提出書に記載され

ています。 

確認書兼同意書は、「提出しました」

にチェックを入れてください。 
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誓約日は記入不要。 

誓約日とは、スカラネットを入力す

る日のことです。 

日本国籍以外の方は、「貸与奨学金案

内」P.8～9を確認し、在留資格が確認

できる書類を提出してください。 

・「貸与奨学金案内」P.31を確

認し、いずれか 1つ選択をして

ください。 

・1年次生で採用候補者となっ

ている方で、採用候補となって

いる奨学金からの変更や追加の

場合は、こちらの記入例の 1ペ

ージも確認してください。 

現在、貸与の奨学金を受給中の方は、

奨学生番号を記入してください。 
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（4）の設問は全員「いいえ」

を選択してください。 

（6）の設問は全員「昼」を選択

してください。 

（8）の設問は、＜入学・卒業予

定早見表＞を確認し、記入して

ください。 

（9）の設問は、全員「4年 0か

月」と記入してください。 

（2）の設問は学生証記載の 6桁

の番号を記入してください。 
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キャンパスの住所は、 

「〒603-8047 京都府京都市北区上

賀茂本山 436」としてください。 

※436は住所 2に記載 

（11）の設問で、自宅外通学を選択

した方は、一人暮らしまたは、寮の

住所を記入してください。 

マンションや寮の方は、部屋番号ま

で記入してください。 

第一種奨学金を希望される方

は、希望月額を記入してくださ

い。 

また、（1）で最高月額を選択さ

れた方は、最高月額が貸与でき

なかった場合の希望金額も記入

してください。 
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（2）第一種奨学金を希望される方

は、「所得連動返還方式」もしくは

「定額返還方式」どちらかを選択し

てください。「所得連動方式」を選

択した場合、保証制度は「機関保

証」となります。 

「貸与奨学金案内」P.18～19 

（3）過去に第一種奨学金を受給した

ことがある方は「はい」とし、 

奨学生番号を記入してください。 

「貸与奨学金案内」P.28 

（4）第二種奨学金を希望される方は、

貸与を希望する始期を 2024年 4月～6

月の間で選択をしてください。 

※ここで４月と選択すると、初回振込

み月に４月分から奨学金が遡って振込

まれます。 

３.入学時特別増額貸与奨学金は、

今年度入学された方のみ希望できま

す。 

希望される方は、「貸与奨学金案

内」P.11を確認してください。 

４（1）第二種奨学金および入学時特別増額を

希望する方は、「利率固定方式」もしくは「利

率見直方式」のどちらかを選択してください。

「貸与奨学金案内」P.16～17 
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１-１ 最終学歴欄には「高校」「大学」

等を記入してください。高校名等を記入

する必要はありません。 

スカラネット入力下書き用紙 P.３の「奨

学金申込情報」で記入した奨学生番号は

記入する必要はありません。 
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現在、住んでいる住所を記入して

ください。 

希望する保証制度を選んでくださ

い。 

選択した保証制度により P.10～11

は記入する箇所が異なります。 
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機関保証を選択した方

は、連絡先として１名登

録が必要です。 

奨学金返還中、日本学生

支援機構があなたと連絡

が取れなかった際に使用

しますので、父母どちら

かをお勧めします。 

連帯保証人は、事情がある

場合を除き、父母どちらか

を選択してください。 
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保証人は収入の有無に関わらず、

父母は選択できません。「貸与奨

学金案内」P.24～26を確認し、

該当する方を選任してください。 

65歳以上の親族や４親等以外の

方を保証人に選任する場合、収入

や資産の条件があります。 

２-（1）生計維持者の人数 

専業主婦（主夫）の場合も生計

維持者に含みます。 

母子・父子家庭の方は 1名とし

てください。 
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（２）-（e） マイナンバーの提出は、

「マイナンバーカード」「通知カード」

「個人番号入り住民票」のいずれかを提

出してください。 

提出先は大学ではなく、日本学生支援機

構です。 

2022年１月２日以降に転職による減

収があった場合は、「はい」にチェ

ックを入れて下さい。 

「はい」選択した方は、「貸与奨学

金案内」P．34～36を必ず確認して

ください。 

専業主婦（主夫）の父母は生計維持者②に情報を記入してください。 

母子・父子家庭の場合は、生計維持者②は空欄で提出してください。 
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生計維持者の扶養している親族数 

以下の図を確認し、それぞれの時点で生計維持者が税

法上扶養しており、かつ生計維持者より年下である方

の人数を記入してください。 

税法上扶養している人数は源泉徴収票や課税証明書で

確認してください。 

 

◆税法上扶養している場合でも次の方は含まれませ

ん。 

・生計維持者の配偶者 

・生計維持者の父母（学生本人の祖父母）、兄姉（学

生本人の伯父・伯母）【生計維持者より年上のため】 

家庭事情情報は、出願理由になりま

す。奨学金が必要な理由、兄弟姉妹

の就学状況等も含め５割以上記入

してください。 

扶養している親族の考え方 
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⑪-1公金受取口座について 

・預貯金口座の情報をマイナ

ンバーとともに国に登録して

いる方のみ利用できます。 

・公金受取口座の利用を希望

しない場合は、「いいえ」を選

択してください。 

・公金受取口座を希望する場

合も、⑪-2の口座情報等は記

入してください。 

⑪-1の口座情報が取得できな

い場合、⑪-2の口座に奨学金

は振り込まれます。 

奨学金の振込口座は、学生本人名義に限ります。ネットバンク等一部利用できな

い口座がありますので、「貸与奨学金案内（ピンク色）」P.15を確認してください。 

15・16ページは記入不要です。 


